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第1章　第２次広島市暴走族追放基本計画の策定に当たって

Ⅰ　策定の目的
暴走族による暴走行為、い集（注1）、集会及び祭礼等における示威行為は、市民生活や少年の健全育成に多大な影響を及ぼし、また、国際平和文化都市の印象を著しく傷つけている。市民全体でこれまで行ってきた取組により暴走族は減少しているものの、暴走族と交友したり、い集を繰り返している「暴走族予備軍」と呼ばれている非行少年たちが、新たに暴走族を結成しようとするなど予断を許さない状況がある。そのため、暴走族への加入防止に焦点を当てて取り組むとともに、家庭・学校・地域・関係機関などの連携を一層強化して、引き続き市民全体で暴走族対策に取り組むことで、暴走族を追放し、市民生活の安全と安心が確保される地域社会の実現を目指すものである。
（注１）『い集』とは、
　　　　多数の者が一定の場所に群がり集まることをいう。うろつき、たむろすることも含まれる。

Ⅱ　性格と役割
１　広島市の暴走族対策の基本的な方向、具体的な施策の実施方針を示すものである。

２　本市をはじめ、家庭・学校・地域・関係機関などが、互いに力を合わせて暴走族対策に取り組んでいくための指針となるものである。

Ⅲ　期間
本基本計画の期間は、平成22年度(2010年度)を初年度とし、最終年度を第５次広島市基本計画に合わせて、平成32年度(2020年度)までとする。　

Ⅳ　基本理念
　「暴走族のいない、少年が健全に育つまちづくり」

第２章　暴走族の現状と課題

広島都市圏の暴走族は、平成20年（2008年）12月末現在で、5グループ、43人となり、「広島市暴走族追放条例」（以下、「条例」と記載する。）を施行した平成14年（2002年）の25グループ199人からグループ数、構成員数ともに約５分の１にまで減少している。

また、５台以上による集団暴走行為は、平成20年（2008年）に年間2回と大幅に減少し、暴走行為に関する110番の受理件数も、平成14年（2002年）の2,953件から平成20年（2008年）には380件に減少している。さらに、チーム名を刺しゅう・印刷した「トッコウ服」や「統一ジャンパー」を着用して、公園等でい集・集会や「声だし」を行うなどの示威行為もほとんど見られなくなった。

このように、「条例」が施行（平成14年（2002年）4月）された当時と比べると、これまで市民全体で取り組んできた暴走族に対する各種の取組は、一定の成果を上げてきている。

しかしながら、広島県内の14歳から19歳までの少年の刑法犯補導人数（少年1,000人当たりの補導人数）の割合が、平成17年（2005年）の全国ワースト17位から平成20年（2008年）には全国ワースト11位へと悪化するとともに、違法薬物の所持により中学生が逮捕される事件も生じている。 

また、広島県内で平成20年(2008年）に「不良行為」（注2）として補導された少年8,011人のうち、約半数が「深夜はいかい」で占められており、少年が暴走族等と繋がっていく要因の改善が図られていない状況にある。

従来の暴走族は、同じ中学校の卒業生や同級生から誘われて加入する場合が多く、暴力団と繋がっている「面倒見」の下で、他のグループと連合したり、対立するのが一般的であった。しかし、最近は携帯電話のブログ等を利用した仲間募集に応じて、サークルに入る感覚で軽く考えて加入するなどにより、各グループの少年の居住地域が広範囲に及ぶなど地域性が薄れている。さらに、暴走族同士がグループの枠を越えて交友したり、場合によっては所属するグループを安易に変えるなど、従来の実態から大きく変化している。

また、「暴走族予備軍」が暴走族と交友したり、い集を繰り返すとともに、中には暴走族に発展するグループや「面倒見」との関わりが懸念されるグループも現れている。さらに、暴走族及び「暴走族予備軍」と行動を共にするなど、関わりが懸念される少年も現れている。

暴走族の各グループが「面倒見」に支配されている構造は基本的には変わっていない。「面倒見」は、暴走族に対して集会や暴走行為などに関する指示を出すとともに、偽ブランドやコピーＣＤを販売させるなど様々な方法で「上納金」を徴収している。こうした「上納金」集めや遊ぶ金欲しさから、強盗、ひったくり等を繰り返している暴走族もいる。

このような暴走族に係る問題は、本人と家庭だけに起因するのではなく、少子化や核家族化、都市化の進行や地域の変容さらに家庭の貧困などを背景として、学校、地域、社会全体がそれぞれに抱えている問題が複雑に絡み合っている。

また、暴走族を美化した作品の放送・出版等が少年へ与える影響も見過ごせない。

したがって、暴走族問題の解決に向けては、家庭・学校・地域・関係機関などが、携帯電話の普及などにより少年が暴走族に加入しやすくなっていることや、薬物が身近かな存在になりつつあることなどの新たな状況に対し、共通認識を持って連携して取り組むとともに、報道機関等に対しても暴走族問題の解決に向け積極的に協力するよう要請するなど、引き続き社会全体で取り組むことが不可欠である。


（注２）『不良行為』とは、

少年による飲酒、喫煙、「深夜はいかい」その他自己又は他人の徳性を害する行為。

【広島都市圏の暴走族の現状】

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 （各年12月末現在）
	区　　　分
	平成13年
	平成14年
	平成15年
	平成16年
	平成17年
	平成18年
	平成19年
	平成20年

	グループ数
	30
	25
	15
	10
	8
	8
	7
	5

	構成員数(人)
	234
	199
	104
	59
	53
	49
	55
	43

	暴走回数(回)
	320
	70
	34
	11
	6
	4
	12
	2

	参加人員(人)
	5,959
	749
	319
	143
	54
	44
	120
	18

	車両台数(台)
	3,201
	477
	212
	86
	33
	28
	79
	10

	110番受理(件)
	6,804
	2,953
	1,914
	1,346
	1,082
	1,117
	431
	380


数字は、県警資料より。｢広島都市圏｣（広島中央署・広島東署・広島西署・広島南署・安佐南署・安佐北署・海田署・廿日市署・山県署・大竹署管内）の数値。

　　（注）暴走回数は、５台以上による集団暴走行為の回数。






第３章　施策の展開

Ⅰ　暴走族追放に係る啓発活動及び市民意識の高揚
暴走族のグループ数や構成員数は減少し、「トッコウ服」や「統一ジャンパー」を着用しての示威行為や集団暴走行為も減少している。

しかし、依然として暴走行為や犯罪行為が行われ、背後には暴力団と繋がっている「面倒見」が存在するなど、暴走族問題は根本的な解決に至っていない。また、最近では、暴走族と「暴走族予備軍」との交友が活発化しているほか、私服によるい集のため、暴走族のい集かどうか区別が難しい状況にある。

こうした状況を踏まえ、暴走族問題を風化させないよう、家庭・学校・地域・関係機関などへ積極的な広報・啓発活動を実施し、引き続き暴走族問題の解決に向け相互に連携した取組を行うよう、市民意識の高揚を図る。
【施策展開の柱】

１　暴走族追放のための広報・啓発活動の推進
○　市民に対し、「市民と市政」等の広報紙やインターネットを活用した啓発活動の実施及び「暴走族加入防止・非行防止教室」の開催などにより、暴走族及び「暴走族予備軍」の実態等について、定期的に広報・啓発を行い、暴走族追放の気運の醸成を図る。
○　報道機関等に対し、暴走族追放に関する取組について積極的に資料提供を行うことなどにより、暴走族問題に関する広報・啓発活動の推進を図る。

　○　報道機関や出版社等に対し、暴走族や暴走行為を美化する内容の放送や出版物の発行などについて考慮するよう協力要請を行う。

○　児童生徒に対し、交通安全教室や街頭キャンペーンなど様々な機会を通じて交通ルールの遵守やマナー向上を啓発することにより、暴走行為を行わないなど交通安全意識の高揚を図る。

２　暴走族追放運動の実施
○　各区で、青少年健全育成団体等を中心に、「声かけ」や「暴走族追放キャンペーン」を実施するなど、まちぐるみによる暴走族追放気運の盛り上げを図る。
　 ○　家庭・学校・地域・関係機関などが、互いに連携を強化して、継続したまちぐるみによる暴走族追放運動を推進する。
○　燃料販売や衣料販売などの「条例」に関連している事業者に対し、「条例」の周知徹底と、事業者が暴走族に燃料を販売したり、衣服に暴走族の名称を刺しゅうするなどして、暴走行為を助長することのないよう協力要請を行う。

○　暴走族追放に対し、努力・貢献のあった団体や個人を表彰する。


Ⅱ　 暴走行為等をさせない環境づくり
暴走族による集団暴走行為は減少しているが、数名でのゲリラ的な暴走行為は依然として行われており、市民を危険にさらし迷惑をかけている。

また、暴走族及び「暴走族予備軍」が、週末の夜、アリスガーデンや本通商店街等の市内中心部において、「トッコウ服」や「統一ジャンパー」を着用してい集・集会をする状況はほとんど見られなくなったものの、依然として私服によるい集・集会は行われている。さらに、広島駅周辺等でも行われるなど、場所が分散する傾向もある。

このような状況を踏まえ、警察や地域住民・団体等と連携して粘り強く指導や「声かけ」を実施するとともに、暴走行為や迷惑行為をさせないための公園等の環境整備や道路交通環境づくりを推進する。
【施策展開の柱】

１　暴走行為や迷惑行為をさせない環境づくり
○　路面の改良などにより暴走行為をさせないための道路交通環境づくりを行う。

○　タクシー乗務員等に「条例」の周知徹底を図り、暴走行為を発見した場合は、警察に通報するよう協力要請を行う。
○　警察に、夜間の交通規制、暴走行為や不法改造車両に対する取締りの強化を要請する。

○　オートバイなどの乗物盗を防ぐため、「ツーロック運動」を推進する。

２　暴走族のい集・集会等に対する対策の強化
○　警察に取締りの継続を要請するとともに、地域住民・団体等と連携し、粘り強く指導や「声かけ」を実施するなど、い集・集会等に対する対応を強化する。

○　誰もが安心して利用できる道路、公園、公共施設とするために、必要に応じて立て看板や防犯カメラを設置するなど、い集・集会をさせない環境整備を行うとともに、警察と連携し、い集・集会等を指示している「面倒見」に対する監視活動を行う。

○　青少年指導員、地域住民・団体等が連携し、い集・集会や「深夜はいかい」をしないよう「声かけ」を行う。

　

Ⅲ　 暴走族への加入防止
従来は、居住地域で卒業生や同級生から勧誘されて暴走族に加入することが多かったが、最近では携帯電話のブログ等でも勧誘が行われており、各グループの少年の居住地域が広範囲に及ぶなど地域性が薄らぐとともに、暴走族の集会と知らずに参加する少年もいるなど、暴走族に加入する契機も多様化している。

また、「深夜はいかい」で補導される少年の中には、暴走族及び「暴走族予備軍」の少年と夜遅くまで行動を共にするなど、それらとの関わりが懸念される少年の問題や、小学生の段階からそれらへ

の関与が認められる少年がいるなどの非行の低年齢化の問題も指摘されている。

これら暴走族及び「暴走族予備軍」や「深夜はいかい」で補導される少年の背景には、家庭の貧困や家族関係の歪みなどの問題が存在していることが多い。
このような実態を踏まえて、「暴走族予備軍」の少年等が暴走族に加入しないよう、家庭や学校・地域・関係機関などが連携を強化し、「深夜はいかい」やい集・集会などの早期発見・指導に努めるとともに、少年との対話などを通してこのような行動を起こす原因を把握し、まちぐるみによる暴走族への加入防止の取組を積極的に推進するとともに、家庭に対しても幅広い観点からの支援が実施できる体制づくりを進める。
【施策展開の柱】

１　家庭や学校における加入防止の取組
○　家庭では、日頃から子どもの行動に関心を持ち、子どもの話をよく聞き、家族でよく話し合うとともに、社会のルールを守ることの大切さを教える。

○　家庭では、子どもが「深夜はいかい」を行った場合には、その理由を把握するとともに、帰宅が遅くなって心配したことや、「深夜はいかい」により犯罪に巻き込まれる等の危険性についても伝える。

○　学校では、学習内容に対するつまずきが、暴走族加入の原因の一つとも考えられることから、一人一人の特性等に応じた多様な学習指導を展開し、基礎学力の確実な定着を図るとともに、規範意識を醸成するための道徳教育を推進する。

○　学校では、問題行動の未然防止や早期解決のため、問題行動に対する実効性のあるマニュアルを整備するなど、各校における生徒指導体制の強化に努めるとともに、教員研修の充実により生徒指導に関する教職員の資質の向上を図る。
２　家庭・学校・地域・関係機関などの連携強化による加入防止の推進
○　児童生徒、保護者、地域住民等を対象に、暴走族及び「暴走族予備軍」の実態、携帯電話を利用しての暴走族への勧誘や離脱しにくい状況等について、警察職員等による講話や非行から立ち直った青年の体験談等を内容とする「暴走族加入防止・非行防止教室」を、小・中・高等学校で定期的に開催し、暴走族への加入防止を図る。また、暴走族に繋がる要因ともなる飲酒、喫煙、薬物等の乱用防止のための啓発活動を実施し、警察等関係機関と連携した学校における教育、指導の充実を図る。

○　暴走族への加入防止のためには、児童生徒の生活態度のささいな変化や問題行動等の前兆を把握するなど、児童生徒の心のサインを見逃さず、適切に対応することが必要である。そのため、学校では、大学等関係機関の協力等を得て、問題行動等の予兆を示す児童生徒に焦点を当てた予防する取組を推進する。

○　家庭・学校では、警察等関係機関と連携し、携帯電話を利用する際の利便性と危険性について、
小学生の段階から子どもの発達に応じたきめ細かな指導を行う。

○　「暴走族加入防止・離脱相談センター」では、暴走族からの離脱や勧誘に関する相談のみならず、非行からの立ち直りに向けた相談にも積極的に応じるなど、学校や警察等関係機関と連絡・調整を図りながら、暴走族への加入防止に向けた支援の充実を図る。

○　「暴走族予備軍」等の少年に対しては、家庭や学校・地域・警察等関係機関がサポートチームを編成するなど、問題の早期解決に向けた対応を行うとともに、サポートチームの円滑な運営のため、日頃から緊密な情報交換を行う。

３　まちぐるみによる加入防止活動の強化
○　地域においては、少年が集まりやすい場所を定期的に巡回し、積極的な指導や「声かけ」を行うなど、少年の「深夜はいかい」、い集などの早期発見・指導と原因把握に努め、暴走族への加入防止を図る。

○　児童生徒に対する登下校時の「あいさつ運動」を推進するなど、地域において日頃から「声かけ」ができる関係づくりを図る。

○　保護者等を対象に家庭教育講座などの開催を通して、大人の行動が多くの少年に影響を与えていることについて自覚を促し、率先してルールやマナーを守るよう、大人自身の意識改革を図るとともに、少年の喫煙など問題行動に対し大人として注意・指導する「声かけ」を促進するなど、社会全体の規範意識の向上を図る。

○　暴走族への加入防止のため、家庭・学校・地域・関係機関などが連携し、街頭キャンペーンなど地域の実情に応じた啓発活動を行う。

○　学校、ＰＴＡ、自治会、警察等が、非行防止ネットワークを構築するなど、緊密に連携しながら、指導や「声かけ」を行うとともに、少年の居場所づくり活動や少年と地域住民との意見交換会等を開催するなど、暴走族加入防止活動を強化する。

○　カラオケやゲームセンター、インターネットカフェなどでは年齢確認を徹底するなど、深夜に少年に利用させない対策を講じるよう、事業者に対して要請する。
Ⅳ　暴走族からの離脱及び立ち直り支援の促進　　

暴走族の構成員数は、減少しているものの引退する際には新たな構成員を勧誘するなどの世代交代が繰り返されることで、ここ数年５０人前後で横ばい状態が続いている。また、い集・集会の際に暴走族及び「暴走族予備軍」がグループの枠を越えて私服で交友しているため、暴走族に加入しているかどうか区別が難しい状況にある。

このような状況を踏まえ、暴走族に加入している少年に対する離脱及び立ち直り支援の活動を行っていく必要がある。

さらに、暴走族に加入している少年の背景には、家庭の貧困や家族関係の歪みなどの問題が存在していることが多い。

そのため、学校・地域・関係機関などが連携して少年への暴走族からの離脱及び立ち直りのための支援を充実させるとともに、家庭に対しても幅広い観点からの支援が実施できる体制づくりを進める。

【施策展開の柱】

１　少年や保護者への相談・支援
○　暴走族からの離脱及び立ち直り支援に当たる人材として、暴走族から離脱した経験者や少年等と気持ちや感じ方を共有できる若い世代などに、少年の相談相手や学習支援・社会貢献活動などへの協力を求める。
○　少年や保護者からの様々な相談やニーズに柔軟に対応するため、「暴走族加入防止・離脱相談センター」等において定期的に情報交換を実施するとともに、職員研修を充実し、「暴走族離脱相談員」等の資質の向上を図る。また、事例に応じて複数の関係機関とも連携して支援に当たる。

○　問題解決への早期の対応ができるよう、「暴走族加入防止・離脱相談センター」等を周知するなど、保護者等が相談しやすい環境づくりを行う。

２　家庭・学校・地域・関係機関などの連携による離脱及び立ち直り支援
○　学校内の生徒指導体制を強化するとともに、暴走族からの離脱及び立ち直りに向けて、家庭・学校・警察等関係機関がサポートチームを形成するなど連携して問題解決に向けた取組を行う。

○　「声かけ」等で確認した少年が暴走族に加入している場合は、速やかに、本人にその危険性等について説明し、関係学校や家庭への情報提供を行うとともに、警察等関係機関と連携して、離脱に向けた支援を行う。

○　少年院や児童自立支援施設を退院・退所した少年に対しては、学校・地域・関係機関などの連携による暴走族からの離脱及び立ち直り支援が継続できる体制づくりを進める。

○　暴走族への加入の原因が親子関係にある場合や家庭の貧困にある場合などは、そうした問題に対し関係機関等と連携して幅広い観点からの支援体制が組めるよう取り組む。
３　まちぐるみによる離脱及び立ち直り支援
○　地域が中心となって、家庭、学校と連携しながら、少年への積極的な「声かけ」や「相談」に応じることなどを通して、暴走族からの離脱及び立ち直りを支援する。

○　暴走族からの離脱及び立ち直りのために努力をしている少年やその保護者、支援団体等に対して、地域における理解や支援が得られるよう、まちぐるみによる啓発活動を実施する。

Ⅴ　少年の居場所づくり　
暴走族に加入している少年や「暴走族予備軍」など暴走族に加入するおそれのある少年は、自分の居場所を家庭や学校、地域に見いだせないでいる場合が多い。したがって、暴走族等以外の場所が少年の居場所となるよう、様々な活動の機会を提供し、それらの活動を通して少年が自分の存在感や役
割などを見いだし、社会的な自立が図れるよう支援していくことが重要である。
これまでは、少年の居住地域を中心に居場所づくりを進めてきたが、各グループの少年の居住地域が広範囲に及んできたことから地域性が薄れ、居住地域において居場所づくり団体等の活動に参加を促すことが困難になっている。
そのため、個々のニーズに合った居場所を見いだせるよう、個人で参加できる体験活動や社会貢献活動などについて少年や保護者等に情報提供ができる仕組みづくりを進めるほか、青少年健全育成団体等関係機関と連携して、継続した立ち直り支援が実施できる体制づくりに取り組む。
また、暴走族への加入防止の観点からも、家庭・学校・地域・関係機関などが連携して、まちぐるみによる少年の居場所づくりを推進する。

【施策展開の柱】

１　暴走族からの離脱支援のための居場所づくり
○　暴走族に加入している少年が、社会貢献活動や体験活動などに取り組むことができるように、少年を受け入れる地域活動団体やボランティア団体を開拓するとともに、少年が参加しやすいよう活動内容等の情報提供の充実を図る。

　○　暴走族に加入している少年が、自らの社会における存在意義を感じる契機となったり、少年の参加意欲を促すような活動となるよう、青少年健全育成団体等関係機関と連携・協力し、少年のニーズにあった居場所づくりを進める。

○　暴走族から離脱した少年の進学・就職等を実現するために、ボランティアによる学習活動や就職活動の支援を行う。
２　暴走族への加入防止のための居場所づくり
⑴　家庭における加入防止のための居場所づくり
○　家庭が子どもにとっての居場所となるよう、子育てに関する情報提供及び啓発活動を積極的に行うとともに、問題行動の予兆が生じた場合に早期の対応ができるよう、保護者等が相談しやすい体制づくりを推進する。

○　保護者と子どもとの絆が深められるよう、親子で参加できる自然体験、文化・スポーツ、ボランティア活動等の充実を図る。
⑵　学校における加入防止のための居場所づくり
○　児童生徒の基礎学力の確実な定着を図るとともに、学級やクラブ活動などを中心とした仲間づくりを進める。

○　教師と地域人材などが協力し、学校が居場所となるよう、児童生徒に対する学習支援や生活指導、相談支援の充実を図る。
○　居場所づくりに関する地域活動に学校施設を提供するなど、少年が安心して遊べる居場所を拡充する。

⑶　まちぐるみによる加入防止のための居場所づくり
○　青少年の自主性を重んじた多様な体験活動の機会が持てるよう、居場所づくり団体を支援する。
○　暴走族への加入防止につながる居場所づくりが各地域で広がるよう、青少年育成や地域活動などに深い関心と熱意を持つ市民等を対象に、指導者の育成を図るとともにその活動を支援する。

○　居場所づくりとしてのボランティア活動の促進、居場所づくり団体に対する情報の提供及び居場所づくり団体の活動内容の広報等の支援を行う。
○　青少年のパワーを発散・昇華させるようなまつりや催しを、地域住民・団体等が中心となり実施できるよう支援する。

Ⅵ　その他暴走族の追放に関すること
暴走族問題の解決に当たっては、暴走族に加入している少年一人一人の暴走族からの離脱及び立ち直り支援を行うのはもちろんのこと、暴走族と繋がっていく要因となる有害図書類販売やたまり場になりやすい場所など有害環境への規制等が必要である。そのため、地域住民や青少年健全育成団体・警察等関係機関と協働して、有害環境の改善活動を推進する。また、暴走族から身体的、精神的な被害を受けた被害者に対し、警察や犯罪被害者支援団体等と連携しながら被害者支援の充実を図る。

【施策展開の柱】

１　有害環境への対応
○　地域住民や「青少年指導員」等が連携し、地域巡視により青少年に悪影響を及ぼすおそれのある有害図書類販売やたまり場になりやすい場所など、有害環境の発見及び改善活動に努める。

○　青少年がインターネットを安全に利用できるよう、青少年、保護者等に対し、携帯電話やパーソナルコンピュータへのフィルタリング機能の装備など、有害情報への対処方法の周知及び「メディア･リテラシー教育」（注3）の充実を図るとともに、インターネット事業者に対しては「青少年と電子メディアとの健全な関係づくりに関する条例」(平成20年(2008年)3月制定)で定めた義務を確実に履行するよう要請する。

２　被害者支援の推進

○　警察や犯罪被害者支援団体等と連携し、相談機関の広報や被害者支援制度の周知を図り、被害者が相談しやすい環境づくりを行う。

　

（注３）『メディア･リテラシー教育』とは、
「メディアを選択し、主体的に読み解き、自己発信する能力」（1996年6月　郵政省「青少年と放送に関する提言」）に関する教育。
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